
金
滞
古
政
志
巻
廿
三

O
武
蔵
庄
兵
衛
邸
跡

武
裁
辻
の
近
訟
に
て
‘
下
堤
町
の
凶
側
也
。
由
締
役
民
、
金
隈
御
入

披
の
頃
被
=
召
速
一
住
所
も
程
主
敷
所
に
居
住
仕
候
様
被
-
一仰
波
一
只
今

居
住
之
所
相
閥
、
代

h
k

罷
在
。

と
紀
州
叫
し
、
三
百
許
年
代
k

居
住
せ

し
か
ど
.
明
治
廿
一
年
の
春
家
屋
地
所
と
も
費
却
し
て
退
去
せ
り
。

O
武
議
庄
兵
衛
侮

金
拠
仲
家
柄
町
人
の
一
人
民
て
、
醤
務
中
は
町
年
寄
役
E
勤
め
、
年
頭

に
務
侯
へ
目
見
す
る
家
柄
友
り
。
由
緒
容
に
云
ム
。
元
磁
石
刷
出
庄
兵

衛
と
籾
し
.
城
州
伏
見
陀
居
住
す
。
利
家
卿
伏
見
に
居
給
ム
頃
.
叫刷

新
御
問
向
承
り
け
り
。
依
っ
て
越
前
翻
府
中
へ
御
移
り
被
ν
再
伊
在
節

も
、
供
務
致
し
罷
下
り
、
金
部
へ
入
城
し
給
ム
頃
召
連
れ
ら
れ
、
殊

に
金
深
陀
て
居
住
所
も
、
程
止
き
所
に
居
佐
仕
る
や
う
に
と
の
命
令

に

τ‘
只
今
居
似
の
地
相
願
ひ
、
奔
倒
仕
り
‘
阿
佐
長
十
七
年

kmす。

二
代
庄
兵
衛
.
利
常
卿
御
家
督
以
後
御
目
見
被
=
仰
付
一
毎
度
御
懇
の

御
意
を
談
り
、
奔
倒
物
等
仰
付
け
ら
れ
、
究
来
十
八
年
に
制
限
す
。

と

あ
り
。
是
よ
り
後
世
干
庄
兵
術
と
糾
し
.
町
年
寄
役
等
を
勤
め
、
数

代
連
綿
せ
し
か
ど
.
明
治
維
新
以
後
は
柑
，
務
官
惜
し
て
、
居
位
所
を
所

々
に
移
し
た
り
。

物
の
踏
出
し
の
戸

E
明
け
さ
せ
給
ひ
て
、
誰
ぞ
聞
い
て
参
れ
と
御
意

之
所
、
竹
間
市
三
郎
撞
川
盟
右
術
門
。
嶋
岡
又
八
坂
野
市
丞
走
り

け
り
。
共
問
御
染
物
を
立
泣
き
て
人
擦
を
聞
け
ば
.
人
を
迫
ひ
培
ぬ

る
践
の
み
也
。
御
供
中
長
り
て
待
ち
け
る
底
氏
、
竹
岡
市
三
郎
大
橋

市
布
街
門
主
同
道
し
て
探
り
.
御
抑
同
抗
出
の
際
へ
寄
り
、
市
三
郎
市
布

術
門
に
教
-一中
上
-
と
申
し
け
れ
ば
・
市
右
街
門
市
上

f
o
石
黒
縦
平
主

制
川
府
守
絞
御
家
来
江
守
彦
左
術
門
若
山
叫
が
切
り
て
逃
げ
巾
也
。
郷
平

米
だ
存
命
に
而
御
座
候
。
北
ハ
起
り
は
、
御
抑
の
御
跡
、
湯
原
八
一
芯
平

岡
芯
勝
大
橋
又
兵
術
一
木
泡
角
・
側
源
太
左
衛
門・
荒
木
六
兵
術

石
黒
櫛
子
、
仲刊
の
次
私
脇
岡
三
郎
悶
郎
、
如
ν
臨別
段
々
に
乗
懸
に
而

御
供
仕
出
出
民
、
鞍
世
馬
一
疋

K
若
熊
一
人
中
間
一
人
陀
て
引
き
過

す
。
航
平
馬
は
白
に
倒
れ
ん
と
仕
蕗
に
・櫛
千
馬
よ
り
飛
下
り
‘刀
を

ぬ
き
退
行
候
庭
、
挑
灯
持
ち
て
遁
懸
候
へ
共
、
間
夜
に
て
所
々
陀
小

笹
薮
桑
原
な
ど
御
山
間
候
て
、
し
ば
し
常時
候
へ
ど
も
見
付
不
v
申
候
蕗

に、

彼
若
山
品
立
蹄
り
て
、

値
千
を
=
一
ケ
所
切
り
て
逃
げ
‘
核
平
は
倒

れ
て
う
め
き
の
践
を
聞
付
け
‘
何
茂
寄
り
て
め
の
品
へ
つ
れ
ゆ
き
候

旨
中
上
ぐ
。
利
常
卿
、
共
中
聞
は
と
御
定
候
底
・
市
方
術
門
、
馬
主

引
き
御
先
を
心
懸
け
て
・

脇
道
を
走
り
候
由
闘
を
見
付
け
て
抑

へ
位
候

金
滞
古

iu
志
品
位
廿

四
八

O
石
黒
櫨
平
侮
話

武
磁
二
代
庇
兵
衛
の
見
た
り
。
山
叫
刊
告
に
.
利
常
卿
せ
が
れ
所
持
仕

哉
と
御
野
ね
に
付、

六
裁
に
罷
成
.
庄
太
郎
と
申
者
罷
在
段
・甲上
る

庭
、
九
裁
に
罷
成
、
御
延
期u
に
被
=召
出
一
知
行
百
五
鈴
石
被
v
下
.
名

も
石
黒
出
川
平
与
相
改
.
毎
度
江
戸
御
供
被
ι
仰
付
-応
、
於
=道
中
一
院
時

仕
手
焼
負
候
庭
、
御
懇
之
御
立
に
て
、
律
問
玄
株
取
・
赤
井
航
左
街
門

殿
御
指
添
、
江
戸
へ
被
v
近
、
於
--彼
地
-
段
々
療
治
被
=
仰
何
-
候
へ
ど
も
.

本
復
不
ν
仕
和
泉
。
と
あ
り
。
管
家
見
開
銀
K
.
正
保
四
年
三
月
十
九

日
利
常
卿
小
松
御
強
制
.
此
時
於
旦
柏
町
間
此
-
御
供
之
石
附
問
機
平
を
大
聖

寺
之
江
守
彦
左
術
門
主
相
続
切
殺
し、

彼
若
山
以
は
板
椛
之
一
里
山
之
上

陀
て
自
答
す
。
と
見
ゆ
。
三
由
由
紀
陀
云
ム
。
正
保
山
年
三
月
比
も
成

り
け
れ
ば
.
十
九
日
御
登
駕
と
相
叡
り
、
共
日
御
機
嫌
能
く
、
籾
六

つ
宇
陀
御
殻
抑
助
紘
ν
岬時
u

成
。
廿
九
日
に
は
闘
束
尚
の
県
民
御
泊
り
‘
笠

は
綬
?
と
御
休
息
あ
り
て
、
管
出
々
々
陀
出
で
さ
せ
給
ふ
ゆ
土
、
挑

灯
の
光
は
附
天
の
B
一K
異
な
ら
や
'。
然
る
K
め
の
m棋
を
山
川
さ
せ
給
ひ

て、

-本
尚
の
巣
へ
一
町
牛
許
に
成
る
時
分
・
遂
の
御
跡
移
敷
乱
れ
合

ひ
.
人
間
出
向
く
酬
明
り
渡
る
。
古
市
左
近
竹
間
市
三
郎
御
乗
物
陀
付
き

被
v
申
け
れ
ば
、
喧
略
と
相
聞
え
‘

騒
動
仕
由
申
上
ぐ
。
利
常
卿
御
乗

よ
し
申
上
ぐ
。
早
々
江
戸
へ
遣
し
飽
へ
入
世
叶
ν
巾
旨
御
意
あ

9
て
・

仰
染
物
を
念
吉
、
本
品
開
の
泉
へ
い
ら
せ
給
ふ
成
・
は
や
明
六
つ
陀
ぞ

成
り
K
け
る
o
御
機
嫌
以
之
外
替
ら
せ
給
ひ
て
、
朝
御
腿
も
不
'
被
=
召

上
一
御
手
水
を
遊
ば
し
、
御
援
の
髪
逆
に
立
ち
て
御
康
被
ν
成
。
お
削
指

仙
川
平
方
へ
左
近
市
三
郎
家
般
に
念
比
の
歩
行
共
の
外
つ
れ
そ
へ
て

宕
病
す
。
未
だ
御
m
瑞
相
同
不
・被
v
成
内
K
・
河
合
左
助
会
活
し
・
市
三

郎
・
左
近
陀
巾
・
し
け
る
は
、
都
千
乎
は
大
都
民
て
候
。
一
一
一ク
所
の
抗
共

癒
合
ひ
た
る
如
く
也
。
是
内
へ
血
の
引
き
た
る
庭
也
。
鵠
の
山
地
よ
り

百
人
許
人
足
を
出
し
、
相
手
主
部
ね
さ
せ
候
山
嵐
川
り
け
り
。
利
治
卿

御
出
被
ν
成
、
し
づ
/
¥
と
御
駕
簡
を
や
り
け
れ
ば
・
間
嶋
兵
庫
御
来

物
の
先
を
走
廻
り
・
小
鹿
陀
成
り
て
・
此
の
中
陀
飛
脚
守
桜
衆
の
御

座
候
は
ど
、
御
跡
へ
さ
が
り
給
へ
と
巾
し
け
り
。
飛
脚
守
殿
よ
り
御

歩
行
八
入
、
御
迎
の
筑
め
御
供
致
し
け
る
が
・
承
る
と
巾
し
て
皆
h
k

見
え
隠
れ
に
御
跡
へ
さ
が
る
。
漸
く
笠
回
出
許
も
被
v

成
=
御
座
一
市
川
理

左
衛
門
を
被
-
召
、
御
縦
の
際
へ
召
し・

御
直
陀
何
や
ら
ん
車
中
り
て
御

先
へ
出
で
走
り
け
る
が
、
肢
の
淡
に
て
御
縦
際
に
て
返
事
巾
上
ぐ
。

後
陀
聞
け
ば
、
今
枝
民
部
方
へ
参
り
、
公
方
家
の
御
憾
師
外
科
の
了

徳
と
や
ら
ん
を
抑
制
み
、
椴
平
方
へ
口T
L
K

可
ν
諮
旨
被
勾
仰
出
↓
然
れ
ど
も

凶
九




